
△
言
は
ず

と
知
れ
た
講
習

が
終
つ
て
先
生
達
や
會
員
諸
君
に
別
れ

る
と
き

△
何
故
自
分
ば
か
り

コ
ー
下
手
だ
ら
う
と
思
つ
た
と
き
　
　
　
　
`

　
　
驚
き
入

つ
た
の
は

△
繪
を
直
し
て
下
さ
る
先
生
達
が
、
チ

ユ
ー
ブ
に
半
分
程
も
あ
ら
う
と

い

ふ
澤
山
の
繪
具
を
筆

の
先

へ
つ
け
て
大
膽

に
描

か
れ

る
こ
と
で
、
中
に
は

ヒヤ
ヒ
ヤ
し
て
ゐ
た
の
も
あ
つ
た

△
小
島
仙
松
君
の
朝
鮮
の

『
驚

い
た
話
』
は
ネ
ツ
カ
ラ
驚
く
に
足
ら
ん
こ

と
ば
か
り
な
の
で
却
て
驚

き
入

つ
た
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
残

念
だ

つ
た
の
は

△
オ
ト
ツ
サ
ン
の
有
名
な
講
談
を

一
度

も
聴
か
な
か
つ
た
こ
と
、
去
年
來

約
束
と
い
ふ
の
に
怪
し
か
ら
ぬ
オ
ト
ツ
サ

ン
で
は
あ
る

△
ゴ
セ
ン
上
等
の
納
札
を
目

つ
け
て
、
剥
が
さ
う
と
思

つ
た
が
何
分
高

い

處
で
手
が
届
か
ず
、
三
脚
の
上

へ
乗

つ
て
も
ダ
メ
で
あ
つ
た
こ
と

　
　
口
惜
か

つ
た
の
は

△
見
物
人
が
僕
の
繪
を
見
て

『
ア
ツ
チ
の
人
の
方
が
上
手
だ
ね
』
と
言
ひ

捨

て
ゝ
起
ち
去
つ
た
時
、
何
だ

い
下
手
だ

か
ら
講
習

に
出
て
來
た
の
だ
い
　

、

田
會
者
に
何

が
わ
か
る
も
の
か
い
！

△
ツ
イ
寝
坊
を
し
て
、
先
生
が
御
飯
前

に
寫
生
に
ゆ
か
れ
た
の
を
知
ら
ず

に
居
た
朝

　
　
苦
し
か
つ
た
の
は

△
江
の
島
か
ら
の
歸
り
に
電
車
の
満
員
立
往
生
　
　
　
　
　
　
　
　

、

△
由
井
ケ
濱

か
ら
の
歸
り

の
ス
キ
ハ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　

　゚
　
　
　
　

、

△
た
ゞ
さ

へ
暑

い
の
に
見
物
人
に

二
重
に
も
三
重
に
も
取
巻
か
れ
た
時

　
　
厭
だ

つ
た

の
は

△
朝
早
く
起
き
る
の

△
寫

生
中
學
生

風
の
人
間
に
後
ろ
に
立
た
れ
た
と
き

　
　
奇
抜
だ

つ
た
の
は
,

△
片
桐
君
の
聲
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
、

△
宮
崎
君
の
笠
　

　

　

　

　

　

、

△
佐
久
間
の
靴

下

△
中
山
君
の
寫
生
箱

△
湊
君
の
首
手
拭
、
そ
の
他
（

完

)

　
　
　
　

茶
　
話
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餘

　

　

　
興
　

　

　
子

八
月
九
日
鎌
倉
丸
屋
樓

上
に
於
け
る
講
習

會
々
員

の
茶
話
會
、
其
時

の
有

様
を
書

い
て
、
講
習
に
御
出
席

の
な

い
皆
様
に
御
知
ら
せ
致
せ
と
の
命
令

が
、
委
員
長
か
ら
下

つ
た
次
第
で
も
何
で
も
な
け
れ
ど
、
物
好
き
に
も
覺

え
て
ゐ
る
處
だ
け
申
上
ま
す
、
人
名
の
如
き
は
顔
馴
染
淺
き
某
甲
の
こ
と

ゝ
て
、
少
し
は
間
違
も
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

午
後
八
時
と

い
ふ
に
、
表

二
階
四
室
う
ち
通
し
の
廣
間
、
浪
の
や
う
に
青

い
と
申
た

い
が
、
其
實
大
ぶ
エ
ロ
ー
オ
ー

ク
ル
的
、
否
場
處

に
よ
つ
て
は

セ
ピ
ヤ
的
の
畳

の
上
に
、
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
の
は
、
先
生
御
両
人
を
始

め

と
し
て
、
紅

一
點
の
竹
内
女
史

マ
サ
オ
少
年
、
及
び
丸
屋

並
び
に
建
長
弄

其
他
か
ら
集
ま

つ
た
會
員
五
十
名
、
各
々
繪
の
上
手
ソ
ー
な
顔

つ
き
な
仕

り
、
今
夜

の
餘
興
の
苦
し
そ
う
な
顔
色
な
仕

つ
で
扣

え
た
り
。
オ
ト
ツ
サ



　

ン
、
即

ち
富

田
委
員

長

の
開
會

の
辭
兼

ロ
上

に
て
、
幕

を
落

す
ー

オ
ツ

　

ト
そ

ん
な
も
の
は
無

い
ー

と
、
先
第

一
に
佐

久
間
大
將

が
福

引

き
稱

し

　

て
紙
片
を
配

る
、
番
號

順
に
讀

ん
で
見

る
と
、

そ
れ
は

今
夜
餘

興

の
プ
ロ

　

グ
ラ

ム
だ
、
中

に
は
警

句
が
澤
山
あ

る

『
ハ
イ

カ
ラ
髯

は
佐

藤

さ
ん
、
次

　

で
は
角

田
、
小

島

さ
ん
』
『
眼
鏡

の
光

る
は

菊
地

さ
ん
、
加

藤

さ
ん
に
は
天

、

城

さ
ん
、
好
男
子

で

は
桑
田
さ

ん
』

な
ど
で

、
餘
興
の
報
告

は
、

奥
村
長

　
身

君

の

『
ハ
ア

モ

ニ
カ
』
、
平
野

君
の

『
う
か
れ
節
』
、角

田
君

の

『
薩

摩
琵

　

琶

』
、
水

谷
君

の

『
戦
争
談

』
、
桑

田
君

の

『
手
品
』
、大

下
先
生
他

に

一
人

の

　

『
田
舎
女
學
生
』
、
小
林
君

の

『
踊
り

』
、
其
他

何
で
も
澤

山
あ

つ
た

。
さ
て

　

段

々
に
進

行
す

る
、
委
員
長

の

ロ
上
は
極

め
て
輕
妙

、
よ

く
人

を
笑

は

せ

　

た

、
角

田
君

の

『
俊

寛
』

は

二
い
出
來
で

、
繪

が
あ

の
位

ひ
旨

く
畫

け
た

　

ら

と
は
誰

か
の
蔭

ロ
、
少

し
座
が
沈

ん
だ
時
、
委
員
長

の
命

で

、
大

下
先

　

生

の

『
田
會

女
學
生
』
が

出
た
、
先
生

は
實

際

の
寫

生

だ

と
い
ふ
て
、
何

　

で

も

『
昨
夕

四

五
人
連
れ
で
學

校

の
近
處

を
歩

い
て

ゐ
た
時

、
向

ふ
か
ら

　

疲

れ
た
田
會
女

學
生
め

一
群
が
來

た
、

バ
タ
リ
行

遇

ふ
と
』

と
、
先
生

が

　

こ
ゝ

迄

話
し

て
、
急

に
隣
ち

の
竹
内
女
史

と
差
向

ひ
に
な

つ
た
、

ス
ル
ト

　

女

史
は
オ
ー

レ
オ

リ

ン
の
や
う
な
聲

を
出

し
て
『
ア
ノ

一
寸

伺

ひ
ま
す

が
』

　

と
來
た

、

こ
ゝ

で
イ
ワ
ヤ

の
ア
ナ

グ
ラ

と
い
ふ
慮

へ
ゆ
く

道

を
き

く

の
だ

　

先
生

が
『
頼

朝
の
墓

は
直
き

そ

こ
だ
』
と
答

へ
た

ら
。
大
勢

の
聲

で
『
ア

レ
嬉

　

し

い
は
、
近
く

つ
て
!
』

と
叫

尺
だ

の
で
大
團

圓
、
何
事
か
始
ま

る

の
か

-

　

と
實
は

一
同
少

々
面
く

ら

ひ
の
體

、

さ

て
ま

た
段

々
進
ん
で
來

て
、
小
林

　

君

の
踊
り

と
な
る

『
大
夫

均
仕
度

の
間
』
と
あ
つ

て
、
桑

田
君

の
手
品
、
『
花

　

を

さ
か
せ
て
御
覽

に
入
れ

る
と
』

い
ふ
て
、
紙
を

破

つ
て
御

自
分
の

ア
ノ
、

大

き
な
鼻

を
を
出

し
た

の
に
は

一
同
失
笑

、
そ

の
う

ち
口
上

に
連
れ

て
出

で

來
た

も
の
を
見
る

と
、
頭

に
は
大
き
な
衣
服

の
帽
を
冠
り

、
便

々
た
る

腹
は

一
つ
の
顔

と
早
變

り

し

て
、

目
鼻

立

に

こ
や
か
に
、
腰
を

垂
れ
足
を

曲
げ

て
、
覺
束
な
き

手

に
サ
イ

ハ
ラ

ヒ
を
う

ち
ふ
り

、
何

や
ら
歌

ふ
て

ヨ
ロ

ヨ
ロ

踊
り

出
す

工
合

、

お
か
し

い
共

お
か
し

い
共

、
抱

腹
絶

倒
、
暫
時
は

拍
子

の
音
で

耳

が

い
た
く
な

つ
た
、
片
桐

君
は

『
都

々
逸

、
祭

文
、
浪
花

節

、
淨

瑠
璃

、
葉

う
た

に
影

芝
居

、
詩

吟
、
チ

ヨ
ボ
ク

レ
何
で
も
來

い
』

な

ん

て
、

ヱ
ラ
イ
元
氣
だ

つ
た

が
、

今
夜

は
甘

い
も

の
ゝ
食

ひ
過
ぎ
、

シ

ル

コ
カ
タ
ル
が
起

つ
た

の
で

、

一
切
此
次
迄
御
預

け
と
の
事

で
、
食

つ
た

り
笑

つ
た
り

二
時
間

は
夢
の
間

に
過

ぎ
た

の
て
、
委
員

長

の
失
策
談

を
最

後
と

し

て
目
出
度

會
を
閉

ぢ
た

。
某
甲
の
見
聞
報
告

は
ま

つ
ザ

ッ
ト
如
斯

に
御

座
候

也
。

　
　
　
　
　
飯
山
圖
畫
展
覽
會
記
事

　
下
水
内
郡
教
育
品
展
覽
會
開
催
を
を
機
と
し
て
九
月
廿
七
日
よ
り

三
日
間

圖
畫

展
覽
會
を
飯
山
小
學
校
尋
常
部
に
開
催

せ
り
出
品
畫

の
主
な
る
も
の

　
は
丸
山
、
大
下
、
大
橋
諸
氏
の
水
彩
畫

四
十
六
點
川
端
、
荒
木
、
寺
崎
、

　
下
村
諸
氏

の
日
本
畫

及
び
美
術
學
校
卒
業
生
製
作
十
八
點
日
本
水
彩
畫
會

本
部
作
品

二
十
七
點
同
長
野
支
部
並

に
飯
山
素
絢
會

々
員

の
作
品
百
二
十

　

一
點
美
術
學
校
圖
畫
師
範
科
生
徒
油
繪
水
彩
畫

三
十
三
點
縣

ト
諸
學
校
生

徒

の
成
績
四
百
十

一
點
外
國
圖
畫

成
績
三
百
餘
點

等
に
し
て
三
日
間

に
於

　
け
る
入
場
者
は
總
計
六
干
四
百
十
余
人
以
て
其
盛
況
を
知
る
を
得
べ
し
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(飯
山
支
部
委
員

)


